2008年7月11日

2008年化学工学会SIS部会

コストエンジニアリング分科会・関東関西合同合宿

議事録

1、 日　時

　　　2008年7月4日(金)　12：50集合

5日(土)  12：00解散

2、 場　所

　　　「泉郷荘」（川崎重工グループ宿泊施設）神戸市北区有馬

3、 出席者　(順不同、以下敬称略)

斎藤(コスト工学研究所)、大石（大石コンサルタント）、岡本（ピーシーエム関西）、金谷（カワサキプラントシステムズ）、白石（出光興産）、清水（日立造船）、豊岡（カネカ）、鹿子島（カネカ）、中西（ダイセル）、川端（神鋼EN&M）

4、 報告・議題

1 オリエンテーション

スケジュール確認と施設使用上の注意事項

2 議長、司会、書記決定

議長：斎藤

司会：白石

書記：川端（1日目）、金谷（２日目）

会計：白石

3 議長挨拶

　　　最近の情勢：小泉、安部政権が目指した小さな政府、いわゆる規制緩和政策から発生した格差社会に対して是正の動きが出てきた。（派遣規制、タクシー規制）このように変化する社会に対してコストマネージメントも遅れず変化しなければならない。

4 参加者自己紹介（内容割愛）

5 2008年度計画(案)説明及び討議

　　　・事前配布資料に基づき、斎藤会長より説明された。

　　　　　・SIS部会の部会長に長谷部教授（京都大学）が就任。

　　　・秋季大会9月25日13時から発表（展望講演1件、一般講演2件）　26日幹事会

　　  ・ホームページが昔のままなのでアップデートする。

　　　・研究テーマは本部の目的である「ロードマップ」から派生させるか、他の研究テーマを参考にして進展させてはどうか？（良い研究テーマが一杯ある）

　　　・CE分科会メンバー構成として積算部門と調達部門が混在しているが、目的がかみ合っていないのでは？

⑥　2007年度会計報告と2008年度予算

　　　 ・事前配布資料の通り了承された。

　　　 ・会計外会費の使い道についてボイスレコーダー（音声→文字に変換）等、有効に活用できるものを購入してはどうか？（アイデア募集）

　　　 ・会計監査として今後、大石さんに担当してもらうことになった。

⑦　化学工学会秋期大会発表内容確認

1、 展望講演：TCM/トータルコストマネージメント－リスクマネージメントについて(斎藤)

斎藤：リスクに対して、「計画」、「アセスメント」、「緩和」がポイント。

意見：話が大枠すぎるのでは？HOW　TO的な展開の方が受けやすいのでは？

2、 一般講演：日本型コストマネージメントシステムの展望(大石)

　　　大石：日本と米国のTCMに対する捉え方の違いについて

3、 一般講演：TCM/トータルコストマネージメント－バリュー分析（VA）とバリューエンジニアリング（VE）について(斎藤)

　　　　　斎藤：必要な性能を最も安価な仕様で提供するため6つの基本ステップを紹介

　　　　　意見：バリューマネージメントに関する説明が必要では？

8 今後の活動取組み討議（フリーディスカッション）

・毎回発表者が一緒である。他に発表者はいないのか？

・テーマがトップダウンなので自分が研究したいテーマとかけ離れている。

・関東は現在休会の状態であるが、関西は参加企業の情報交換も行っており活動は続いている。

・学会なので上部組織のロードマップに準じた大テーマは必要である。

· ページメーカー等のツールを使い、メールを利用して意見交換すればよい。

9 紹介および討議

· コンティンジェンシーについて（鹿子島）

配布資料に基づき、Contingencyの種類、定義、留意事項などの紹介

· 中古機の鑑定(コスト判定)について(鹿子島)

配布資料に基づき、説明あり。

· 装置の買入額評価について(鹿子島)

配布資料に基づき、説明あり。市場相場や中古業界情報について３商社から得た情報。

オークションValueという考えがあり、簿価以上か以下か、買い手が決める。

· コントラクター選定法(鹿子島)

配布資料に基づき、説明あり。４項のパラメーター法の評価は疑問。チェックの結果、ミスが判明し、訂正された。

· 見積評価の事前対策チェックリスト(鹿子島)

配布資料に基づき、説明あり。興味あり、次回、再度検討することにした。

· Change Orderについて(豊岡)

配布資料に基づき、説明あり。様々な意見が交換された。

· MFCAについて(大石)

配布資料に基づき、説明あり。ロスに投入されている材料費、加工費などを負のコストとして明確にし、総合的にコスト評価を行う原価計算、分析の手法である。

· タンク浮屋根構造強化工事について(白石)

配布資料に基づき、説明あり。

· 文書関連のパソコン保存について(斎藤)

· プラント木曜会の話題について(岡本)

配布資料に基づき、説明あり。S42にバングラディシュ向化成肥料プラントの受注時の苦労話など。

10 新規入会について

・鹿子島、中西両名の入会について、本人の意思が確認された。会員区分は会社が法人として化学工学会に入会しているので、会社のメンバーとして登録するか、個人特別会員として登録するか後日、白石幹事に報告すること。→両名とも個人特別会員とする。

11 今後のCE分科会の進め方について

· 大きなテーマを掲げ、現状の業務を尊重しながら、現在の課題、問題点を抽出し、アカデミックなまとめ方で進めていく

· 関東のメンバーが少ないので、今後も継続課題としてとらえ、進めていく。

· 本分科会は化学工学会の一部である。研究部門の体制は上からの指示。会費をもらっているので無視出来ない。部会長からのPushはないが、方針は出ている。部会の意向、組織の方針に沿う形で進めていくこと。化学工学会に寄与することを念頭において進めていく。成果をあげることが必要。

· HPにCE分科会の活動を更新する。

12 秋季大会の参加について

· 9月25日(木)13時からの講演に出来るだけ参加のこと。講演者：斎藤、大石、座長：金谷

· 9月26日(金)12時からSIS部会幹事会が開催される。出席予定者は斎藤、金谷

以上
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